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International Relations

Publications:
Peer-Reviewed Article:
➢ Moritani, Yuki. “The Partnership Agreement with Japan as a Part of Structural Foreign Policy.” The 

Greater European Journal, Vol. 2, No. 1, September, 2020: 72-8.

Non-Peer-Reviewed Article: 
➢ Moritani, Yuki. “Religions as Actors in Global Governance.” Young Leaders Blog, No. 14, 2019.

Presentations at Conferences:
➢ 守谷優希「「安全保障化」による日欧SPAの再考―価値規範の安全保障」国際安全保障学会 2020年度年次大
会、2020年12月6日（オンライン）。

➢ 守谷優希「加盟国の外交姿勢からの欧州連合の外交政策の再解釈――ベルギーと日欧SPA」日本国際政治学
会 2020年度研究大会、2020年10月23日（オンライン）。

➢ 守谷優希「避けられない安全保障化？：COVID-19と自衛隊の活用」国際安全保障学会第14回定例研究会、
2021年7月10日（オンライン）。

Editorial Assistance:
➢ Both year 2021 & 2022 of the Hiroshima Report by JIIA



University Education

“Contemporary View of ICU” 

and “Discussing the Future ICU” 

available on ICU 

OpenCourseWare

“Rethinking 

University during the 

Pandemic –改めて大
学とは何か -”

TEDx talk available 

on YouTube



活動歴

2012-2013

東海高等学校生徒会長

2013

東海高等学校創立125周年記念祭実行委員長

2015-2016

TEDxICU運営

2018

東京大学霞晴会運営



皆さんにとって・・・

アマチュア無線とは？

YOTA Japanとは？



社会にとって・・・

アマチュア無線とは？

YOTA Japanとは？



ただ作業をこなすな
自分を育め



大学教育

➢高度な専門知識やスキルの修得？
➢より具体的な能力の獲得が重視されるような傾向がある

➢大学の目的は「有能で教養ある人間を育成すること」（ミル, 
2017）
➢「大学は職業教育の場ではありません」（同上）

➢「人間性と人間社会が変化する過程で生じて解決を迫る日々新たな問
題に対処しうる能力を高めること」が大学教育の究極の目的（同上）

➢私見だが、「授業」がすべてとも限らないと思う

J.S. ミル『大学教育について』竹内一誠、岩波書店、2017年、12頁；同上、132頁。



学校教育後の学び

➢教育は継続する：
「「人生100年時代」、「超スマート社会（Society 5.0）」に向けて社会
が大きな転換点を迎える中にあって、生涯学習の重要性は一層高まって
い」る（総合教育政策局政策課, 2019）。

➢リカレント教育の重要性：
「学校教育からいったん離れたあとも、それぞれのタイミングで学び直
し、仕事で求められる能力を磨き続けていくことがますます重要になっ
てい」る（厚生労働省）。

リカレント教育、厚生労働省、[https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_18817.html]；総合教育政策局政策課、第3章生涯学習社会の実現、文部科学省、2019年11月、
[https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201901/detail/1421865.htm]。



生涯教育社会

国民一人一人が、
自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、
その生涯にわたって、あらゆる機会に、
あらゆる場所において学習することができ、
その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が
図られなければならない。

-教育基本法第三条



世には
汝以外に誰も進みえない唯一の道がある。
この道はどこへ行くか？と問う勿れ、
ひたすらに進め。

- Friedrich Wilhelm Niezsche

フリードリッヒ・ニーチェ『反時代的考察』小倉志祥、筑摩書房、1995年、238頁。



教養

➢教養≠単に学があること
➢ドイツ語「bildung」（造り上げる）≠単なる積み重ね

➢英語「culture」（耕す（cultivate）に由来する）

➢何を学び習得したから正解ということは基本的にない
➢大事なのは、自らの人間性を耕しながら築いていくこと

➢“自由を得る”

➢教養とは解放である（ニーチェ, 1995）

➢自分、他者、社会、世界をよりよく知り、絶えず考え続ける。自らの
道を歩み続ける自由。

フリードリッヒ・ニーチェ『反時代的考察』小倉志祥、筑摩書房、1995年、240頁；村上陽一郎『あらためて教養とは』新潮社、2009年、184-8頁。



余談：実学

➢実学とはそもそも教養ではないか（村上, 2009）

➢福沢諭吉：
➢「学問を勤めて物事をよく知る者は貴人となり富人となり、無学なる
者は貧人となり下人となるなり」（福沢, 2017）

➢実学を修めるという心得を大切に、各々家業を営み独立する
＝「自分」という人間を作り上げていくこと

➢優先順位として実があるかないか
➢「専ら勤むべきは人間普通日用に近き実学なり」（同上）
➢時代背景の影響がある＝「身も独立し家も独立し天下国家も独立すべ
きなり」（同上）

12-4頁；村上陽一郎『あらためて教養とは』新潮社、2009年、182-4頁。



To live is the rarest thing in the world.

Most people exist, that is all.
- Oscar Wilde

Oscar Wilde, The Soul of Man under Socialism, (London: Arthur L.  Humpreys, 1900), 19.



メタ的に考える



東海中学校・高等学校
➢1888年、浄土宗学愛知支校として創立

➢医学部への進学で有名（？）
➢ただし、別に医学部に特化した教育は一切やっていない
➢「教育」・・・？

➢社会で活躍してしまった卒業生たち
➢「東海三羽烏」（とかいう呼び方もあったらしい）
海部俊樹（政治家、元内閣総理大臣）、黒川紀章（建築家、思想家）、
梅原猛（哲学者）

➢有名人たち
佐橋滋（官僚、『官僚たちの夏』風越信吾のモデル）、森重文（数学者、フィール
ズ賞受賞）、林修（タレント、予備校講師）、武藤弘樹（アーチェリー選手、東京
オリンピック銅メダリスト）、山田進太郎（メルカリCEO）ほか

➢ある意味社会の縮図？
あさま山荘立てこもり事件、大学入学共通テストでの事件

沿革、東海中学校・東海高等学校、[https://www.tokai-jh.ed.jp/profile/03.html]；猪瀬聖、医学部合格者数が日本一 東海中高、実は個性派ぞろい、NIKKEI STYLEキャリア、2017

年10月1日、[https://style.nikkei.com/article/DGXMZO21323750Q7A920C1000000/]。



記念祭
➢東海高校の文化祭のこと

➢全国有数の規模と質
➢例年の来場者数は約12,000人
➢各クラスや部活動の企画、有志の企画も多数

➢ステージ企画『パフォーマンス大会』には全国・国際大会で優勝などの好成績を
収めたジャグリング同好会のチームが出場。全出場学生が目立ちたがるため、必
然的にハイレベルに。（ジャグラーが仕事にスカウトされる事例も）

➢過去には『カヅラカタ歌劇団』も同日程で開催。話題となりテレビドラマ化も。

➢大原則として生徒が主体であり、生徒会が企画書の準備・提出
などに始まる仕事を行うことで開催が可能になる
➢もちろん、学校側は開催を前提に考えているためサポート体制がある
が、顧問の教員が主体的に動くことはできない（生徒会会則第二十一
条）



「高校生気分」は通用しない

➢「楽しいから」「当たり前だから」では記念祭は開催できない
➢学校生活・教育において「楽しいイベント」はなぜ必要なのか、それ
がなぜ文化祭なのか
➢社会・経済が成長し、多様な娯楽やエンターテイメントが存在する今日の日本社
会において、わざわざなぜ「文化祭」をやるのか？

➢「楽しい」とは何を以てか、その「楽しさ」をどう実現するのか
➢その楽しさと学校教育上の意義に接点がなければ教員や保護者の同意は得られな
い。最高決定者は校長（生徒会会則第二十条）

➢実行委員会が提示する楽しさや枠組みに一般生徒が参加してくれなければ破綻す
る

➢規模が大きいほど負担と責任が大きくなる
➢設営ステージ、演劇の客席、吊るされる重い作品。

人の命を預かることの覚悟。



守谷が考えたこと

➢文化祭は教育上重要な機会である
➢学校教育の目的は単なる学力向上以上に、生徒の人としての成長であ
る。文化祭を巡る主体的な準備や運営などを通じて考え、議論し、学
ぶことは貴重な教育機会である。

➢東海には個性的な学生が多く、その活躍や発表を通じて相互に刺激が
得られる。学外での活躍も多いが、学内において機会を設けることに
意義があり、文化祭は形式として優れている。

➢文化祭をやらないデメリット、学校側に大きいのでは？
➢受験生が学校を見学する機会になっており、重要な広報の機会。

➢だからこそ、学外の来場者にも楽しんでもらう必要がある（前年以前は「東海生
が楽しむことが何よりも重要」というコンセプトだった」

特色
①準備期間も含めて文化祭なので、そこも楽しむ
②独りよがりの楽しさではダメで、来場者などにも楽しんでもらう



余談：昨今のオンライン化から伺える点

➢2020年度はオンライン開催
➢「記念祭実行委員会はコロナ禍で学校行事が失われ思い出が消えてしまう中、
何か自分たちにできることはないかという考えのもと、縮小開催ではなくオ
ンラインでの開催を決定」（学校法人東海学園, 2020）

➢「時間も場所も制限せず、できるだけ3密を避け」るためのオンライン開催
（メーテレ, 2020）

➢「オンライン開催の強みである「どこでも」「だれでも」を活かして、例年
にない特別なものを作り出し、動員目標15,000人を目指し」た（学校法人東
海学園, 2020）

➢単に「オンラインでいい」という思考ではなく、開催の是非や方向
性とコンセプトが考え抜かれている
➢中等教育の観点からは、オンライン開催ではなくその背景にある試行錯誤や
努力と得た学びや人生経験が評価されるべき

学校法人東海学園、創立132周年東海高校記念祭 「東海高校」初の「オンライン文化祭」を開催！！、PR TIMES、2020年9月19日、
[https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000065109.html]；「HP落ちた！」初のオンライン文化祭でトラブル続出も結果は大盛況名古屋の東海高校、メーテレ、2020年9月29日、

[https://www.nagoyatv.com/news/?id=002855]。



守谷の総括

➢自分の代の記念祭は失敗したという認識
➢表面上は上手くいっているように見えている＝結果オーライ

➢自分自身が楽しめなかった（ただただ苦痛）し、身近な人もどうだっ
たか
➢文化祭を楽しむがコンセプトだったはずだが、自分が一番楽しめていなかった

➢自分も顧問も点滴を打って仕事をしていた

➢人の身の安全を脅かす事件を防げなかった
➢防げたはずなものだったので、明らかなミスであり致命的

➢ただし、個人的にいい経験にはなり、成長したように思う
➢ただ与えられた作業をこなしたのではなく、何をすべきか、どうある
べきかを考え続けたからこそ得られたものがある



学び
➢反省は終わらない

➢当時は必死だったが、振り返れば学びと成長があった。今でも振り返
ると新しい気付きと学びは多い。

➢「大人」との関係性
➢当時の顧問の先生方は素晴らしい教育者たちだった

➢教師と生徒の関係性でありながら、一人の人間として尊重してくれていた

➢自分で考えるよう促し、必要ならサポートを行い、学びと成長の機会を作ってい
たように思う

➢全員がそうじゃないことを知った
➢「トラブル回避」「成功」「勝利」といった結果至上主義に陥り、振り返りや反
省などの教育機会を軽視

➢上司の通知や会議の内容を無視し、自分本位に振る舞う者

➢必死でなくとも生活はしていけるようだ
➢自分は苦悩がありつつも考え続け、他人と向き合い続ける人生を歩み
たいと思った。



皆さんにとって・・・

今の活動は
どういうものになりそう？



Le Penseur
François-Auguste-René Rodin



人間は一本の葦にすぎない。
自然のうちで最もか弱いもの、
しかしそれは考える葦だ。

- Blaise Pascal

パスカル『パンセ（上）』塩川徹也、2015年、257頁。



人間の偉大さは、
自分がみじめであることを
自覚しているところにある。

- Blaise Pascal

パスカル『パンセ（上）』塩川徹也、2015年、134頁。



現代社会は多忙である



労苦が関心を圧倒しそうになる最初の難関を突破し、
そしてある時点を通り過ぎて
今までの労苦が楽しみに変わるようになると、
もっとも多忙になる今後の人生においても、
思考の自発的な活動によって、
また日々の経験から学んだ教訓を通じて、
知らず知らずに
精神的能力はますます向上していきます。

- John Stuart Mill

J.S. ミル『大学教育について』竹内一誠、岩波書店、2017年、131頁。



ありがとうございました

守谷優希

jd211009@g.hit-u.ac.jp


